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研究成果の概要（和文）：本研究では、三陸および北陸の沿岸部を主な対象にして、2011年の震災発生時と復興
期の住民や地方行政機関の対応を検証するとともに、それぞれの地域における里山・里海ライフスタイルの特徴
や災害時の機能との関係性について明らかにした。里山・里海ライフスタイルが維持されてきた要因として、自
然資源の利用頻度や文化資源との関係などがあげられ、今後こうしたソーシャルキャピタルを高め、地域防災力
を高く保つ必要があることが示された。そして、地域ごとに培われてきた里山・里海の空間や自然資源の利用・
管理と関わる伝統行事、市民活動等とのつながりを深め、具体的な知識・技術を共有することも重要となる。

研究成果の概要（英文）：In this research, we focused on the coastal areas of Sanriku and Hokuriku 
specifically, and verifed the correspondence of residents and local administrative agencies at the 
time of the earthquake disaster occurrence and the reconstruction period from 2011. We also 
clarified the characteristics of lifestyle, and function related with natural disaster in the area 
of Satoyama-Satoumi. Factors that Satoyama-Satoumi lifestyle adaptive to damage by natural disaster 
have been maintained included the frequency of use of natural resources and relations with cultural 
resources, and it has been shown that it is necessary to raise such social capital and maintain high
 disaster prevention capability in the future. It is important to deepen the connection between 
Satoyama-Satoumi and traditional events related to the use and management of natural resources, 
civic activities, and to share concrete knowledge and technology.

研究分野： 造園学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の沿岸地域では里山と里海が隣接し、
地域の山・森・海のつながりを大切にしてき
た歴史があり、それは、各地域の暮らしや伝
統行事などからも見て取れる。里山・里海は、
地域の自然環境と向き合った人々の暮らし
の中で、人と生態系の長期にわたる共生的な
相互作用によって形成された様々な生態系
のモザイクであり、同時に生活環境である。
過去 50 年ほどの間に大規模な劣化・消失の
危機に直面しているものの、里山・里海は持
続可能な社会の追求にあたって高いポテン
シャルを持っていると考えられる。こうした
里山・里海を対象に、地域の自然環境と向き
合った伝統的なライフスタイルの利点や機
能を科学的に整理し、地域づくりの施策につ
なげていく必要がある。 
 また、大規模な自然災害が発生した際の対
応や復興計画の策定段階においては、地域固
有の風土に関する住民の認識が端的に表出
すると考えられる。2011 年の東北地方太平洋
沖地震では、津波が断続的かつ広域に各地を
襲い、三陸沿岸部は大きな被害を受け、暮ら
しや営みそのものが消失、変容しており、地
域固有の自然や文化の継承と創造が大きな
課題となっている。こうした課題に取り組む
上では、地域固有の里山・里海ライフスタイ
ル（地域の自然的・社会的条件を最大限に、
且つ、持続的に利活用することによって成立
するライフスタイル）がどのような特徴をも
っているのか、自然災害に対する機能も含め
検証し、今後に活かす必要がある。 
 
２．研究の目的 
 里山・里海ライフスタイルの自然災害時へ
の対応という観点から科学的な理解を深め
ることは、日本の里山・里海における計画論
の理念と現場の乖離を縮めていくと考えら
れる。そして、地域内での資源循環を重視し
た里山・里海ライフスタイルを現代的な形態
で再構築することで、「小規模ネットワーク
型」の地域計画のあり方を具体的に提示でき
るといえる。 
 本研究では、三陸および北陸の沿岸部を主
な対象にして、2011 年の震災発生時と復興期
の住民や地方行政機関の対応を検証すると
ともに、それぞれの地域における里山・里海
ライフスタイルの特徴や災害時の機能との

関係性について明らかにする。また、里山・
里海ライフスタイルが維持される要因（仕掛
け）に注目し、今後の自然資源の利用・管理
や防災・減災のあり方について検討する。そ
して、里山・里海ライフスタイルの意義や課
題について事例研究を通して分析し、今後の
地域計画の方向性を考察する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、三陸沿岸部の岩手県釜石市、
大船渡市、陸前高田市、宮城県気仙沼市、南
三陸町、および北陸沿岸部の福井県若狭町、
富山県南砺市および砺波市を事例にした調
査を行った。調査では、対象地域における里
山・里海の景観構造を把握し、自然災害への
対応、地域づくりの取り組みについて聞き取
り調査、アンケート調査、現地調査、文献調
査に基づいて把握した。そして地震、豪雨、
暴風災害等の災害履歴、民家や屋敷林、農地、
森林、水系の配置や土地利用、自治会・市民
活動、自然資源と関わる産業などに注目し、
地域ごとの里山・里海ライフスタイルの特徴
や機能について分析、考察を行った。  
 また、住民や企業等による自然資源の利活
用の状況、里山・里海に関わる認識や連携の
あり方、行施施策について明らかにし、里
山・里海ライフスタイルをめぐる仕組みの特
徴、社会的な動向として整理した。さらに、
里山・里海ライフスタイルの現代的な応用に
よって里山・里海を活かした地域づくり計画
を進める上で対応策や課題を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）里山・里海と被災時危機適応力   
 三陸沿岸部の里山・里海では、海岸と背後
に広がる北上山系の自然の恵みを受け、豊か
で多様な文化が形成されてきた。里山・里海
の自然資源は 1980 年代頃まで多様に利用さ
れ、人々暮らしを支えてきた。例えば、里山
のアカマツ、ケヤキなどは民家の建築用材、
スギは木造漁船や養殖の資材として利用さ
れた。薪炭材は海岸沿いの地域で販売され、
里海からの魚介類は山間部に商品として運
ばれた。こうした資源利用は時代ごとに変化
してきたが、今日も部分的に続いている。 
 釜石市、大船渡市、陸前高田市の 8世帯に
対して行った調査では、2011 年の震災時、里
山・里海ライフスタイルが自然災害に対する

図１ T邸における里山・里海の自然資源の利用と震災時の状況         



柔軟な適応力を示したことが明らかになっ
た。例えば、ライフラインが寸断された際、
沢水や井戸水、畑の作物、備蓄の米や海産物、
米などが利用された。炊事・暖房等のエネル
ギー源としては、周辺山林からの薪や備蓄し
ていた炭などが利用され、薪ストーブなどの
設備・道具があったことも役立っていた。 
 図１は、大船渡市の T邸における、里山・
里海の自然資源の利用と震災時からライフ
ラインが復旧するまでの水や食料などの利
用状況である。震災直後、T 邸では津波が庭
先まで来て 3日間ほど孤立し、情報が錯綜し
た。しかし、所有地内に小河川が流れ、水、
薪が豊富にあったことに加え、普段からたん
ぱく源以外はほぼ自給自足をしていたため、
米や野菜などの食糧が多くあった。プロパン
ガスは使用でき、便所は母屋の汲み取り式の
ものを使った。上流の沢水は飲料用に、下流
の水は洗濯場として地域に解放したため、途
切れなく人がやってきた。水のお礼の物々交
換の魚介類は干物にしたり、醤油や味噌で漬
けたり、保存がきく形にして随時食卓に上っ
た。囲炉裏や薪風呂等を備えた昔ながらの母
屋は、津波で家を流された人々の生活場所と
して有効に利用された。台所に被災者を３日
間、30 人泊めて布団も提供した。その後２か
月間は親族含めて 12 人が滞在し、姉夫婦は 5
か月間に渡って滞在した。電気は 3 月 30 日
に復旧したが、水道は管の損傷が激しかった
ため 6月頃の復旧となった。 
 被災時・被災後においては、人命を支える
里山・里海の資源の豊富さや利用する知識・
技術に加え、資源へのアクセス性の良好さ、
家屋内外の広い空間を使いモノをストック
する習慣が被災時に重要であった。公的なラ
イフラインに対する依存度の低さ、地域コミ
ュニティの結束力も被災時危機適応力を高
める要素となっていた。 
 
（２）漁業集落の災害対応と地域の活性化 
 釜石市の尾崎半島は歴史的に信仰の地と
してだけでなく、自然歩道の活用等により観
光地としても機能してきた。しかし、半島集
落の人口減少、少子高齢化が進行し、2011 年
の東日本大震災では、農林漁業を営む陸域、
海域が被災した。狭隘な地形に立地する集落
では、地域活動、産業が著しく停滞し、追い
打ちをかけるように森林火災が発生した。 
 対象地とした尾崎半島の尾崎白浜および
佐須は漁業集落であり、被災時危機適応力の
調査では、海産物の備蓄、地域の小河川の水
等を利用するなど、震災直後の混乱の中での
適応力が発揮された。また、過去の津波被害
について住民 30 人に対して行った聞き取り
調査からは、半農（林）半漁の暮らしに根ざ
した自然資源の利用が明らかになった。 
 こうした里山・里山ライフスタイルと関わ
りの深い観光資源の発掘を行い、漁業に関連
する話題などを地図化した。そして、地図上
の情報に基づき、住民の思い出を継承し、集

落間の関係性を活かしたトレッキングコー
スを検討した。現地調査からは、対象地に美
しい自然景観を鑑賞できる展望地点や、浜が
良好な状態で残る一方、鷹巣山、油浜での道
中に危険が伴う箇所があることが明らかに
なった。以上の調査結果をふまえ、地域の生
活文化を巡るツアープログラムを考案した。
さらに、森林火災によって焼失したトレイル
階段の木枠を石積みで再整備するワークシ
ョップを行い、石積み活動の継続性、技術に
関わる課題を分析し、観光プログラムとして
展開する可能性を示した。 
 
（３）里山・里海の連関を活かした震災復興 
 三陸沿岸部では、震災復興の一環として里
山・里海の自然資源利用の歴史を活かした企
業による新たな取り組みがみられた。 
 その１つが、宮城県気仙沼市において 2014
年度から開始された「リアスの森バイオマス
パワープラント事業」である。小型熱電併給
木質バイオマスプラントによる市域内の森
林資源の循環的利用を目指し、消費燃料材は
8,000t／年と設定されている。気仙沼地域エ
ネルギー開発株式会社が事業主体となり、地
元の林業家、森林組合、地元の事業者や金融
機関等の多様な主体が協働している（図２）。
バイオマス材を供給する林業家には、材の対
価の半額が地域通貨で支払われ、森林資源の
持続的利用を豊かな森や海の継承、漁業など
地元産業の振興につなげている。発電時の廃
熱を地元のホテルに供給するなど観光業と
連携するとともに、地元福祉施設と連携して
広葉樹材を薪ストーブ用の燃料として販売
している。こうした取り組みは、行政施策と
も位置付けられ、里山と里海の新たな連関の
創出となっており、これからの里山・里海ラ
イフスタイルを具現化している。 
 木質バイオマスの持続的供給において重
要となる個人林業家 21 名に対するアンケー
ト調査結果からは、人的側面から見た現状分
析と材供出の持続可能性の検討を行った。多
くの林業家は、薪炭、木材生産の経験があり、
キノコ・山菜の採取など生活と結びついた森
林資源の利用を行っていた。こうした里山・
里海ライフスタイルが新たな事業の展開に
不可欠であったが、高齢化が進み、後継者が
不足するなどの課題もみられた。 
 里山・里海ライフスタイルが継続していた
ことが、震災復興という厳しい状況下にもか

図２ リアスの森バイオマスパワープラント事業の連携 



かわらず新たな事業を生み出す原動力にな
った。事業の推進には地域のつながりや人と
人とのネットワークも不可欠であった。また、
事業実施に関わる課題に対応したきめ細や
かな行政施策も重要であった。 
 
（４）里山・里海の資源管理をめぐる動向 
 宮城県南三陸町は行政区のほとんどが分
水嶺で区切られ、森・里・海のつながりの中
で、豊かな自然環境と多様な地域文化が形成
されてきた。2011 年の震災後に策定された
「南三陸町震災復興計画」では、「自然と共
生するまちづくり」を基本理念の一つに掲げ、
自然環境の保全、エコタウンへの挑戦、ふる
さとを想い、復興を支える「人づくり」など
の方針が示された。伝統文化の活用、自然体
験の場・機会の提供など、地域資源を活かす
ことで交流人口の増加や地域活性化を目指
す様々な活動が行われるようになった。 
 例えば、2015 年 11 月には、地元の林業家
や大学、行政などが連携し、里山の「南三陸
杉」のブランド力向上に向けた FSC（FM 認証
および COC 認証）の取得に至っている。里海
では、地元漁業者や専門家、NGO、行政など
が連携してカキの養殖イカダの数を削減し、
質の改善、環境負荷の軽減を図り、2016 年３
月に ASC 認証を取得した。森・里・海のつな
がりを活かし、自然資源を持続的に利用する
ことでの、新たな商品開発、「南三陸」ブラ
ンドの発信がなされている。 
 また、2015 年３月に「南三陸金華山国定公
園」が「三陸復興国立公園」に編入され、エ
コツーリズムの推進、「みちのく潮風トレイ
ル」の設定が進められた。また、南三陸町自
然環境活用センター準備室の設置、「フィー
ルドミュージアム」の整備（環境省）による
活動拠点ができた。里山・里海の自然資源を
活かした観光につながる行政施策が、震災復
興の一環として展開されていた。 
 南三陸町の事例に見るように、三陸海岸で
は、里山・里海の資源利用・管理をめぐる国
内外の認証制度や法指定など、社会的な枠組
みが構築され、地域内外の様々な主体が連携
した事業、取り組みが進められていた。一方、
震災復興に多大な労力と時間がかっており、
暮らしを基盤とする人材も不足していた。巨
大な防潮堤の建設などにより、森・里・海の
つながりが失われており、地域の里山・里海
ライフスタイルに対応した時間・空間スケー
ルでの防災・減災のための施策は不十分であ
った。里山・里海ライフスタイルの被災時適
応を高めるためには、森・里・海のつながり
を強める防災・減災が不可欠である。 
 
（５）地域資源利用と防災力の関係性 
 福井県若狭地方の100戸程度の戸数で構成
される 3 集落（若狭町海士坂・相田・田烏）
を対象に、自然・文化資源の利用、ソーシャ
ルキャピタルと地域防災力に関する全戸ア
ンケート調査を行い、地区のリーダーからの

聞き取り調査を行った。各集落とも食材の自
給率は高く、自宅の周囲に畑を作っている家
が多かった。しかし、他の自然資源（木材・
燃料・水道以外の水等）の利用は少なく、第
一次産業の衰退に伴う自然資源の利用減が
示唆された。また、各集落ともお祭りや宗教
行事への参加率が高く、文化資源が維持・継
承されていた。各集落の社会ネットワーク・
規範性・信頼性は高い水準にあり、特に田烏
で住民間の信頼関係が強かった。 

 表１は、χ二乗検定で有意な相関が見出さ
れた因子間で行った残差分析の一例であり、
祭りへの参加頻度が高い人ほど、団体活動で
住民と会う機会が多かった。また、χ二乗検
定と残差分析結果では、地元の食材利用者は
ソーシャルキャピタルが豊かであったが、そ
れ以外の自然資源利用はソーシャルキャピ
タルとの相関が弱かった。また、共分散構造
分析の結果（図３）からは、地域資源の利用
頻度や依存度が高くなれば、ソーシャルキャ
ピタルが高まり、地域防災力が高く保たれる
ことが示された。 
 一方、近年の一次産業の衰退とともに自然
資源の利活用が減少し、ソーシャルキャピタ
ルが祭りなどの文化資源や地域活性化に向
けた新しい動き等により多く依存する傾向
にあることがわかった。ただし、伝統的な地
域資源利用に根ざした地区防災システムは
残っているが、防災マップなどの新しい防災
システムへの対応が十分でなかった。 
 
（６）砺波平野の屋敷林の機能と住民意識 
 砺波平野には、個々の民家が散在して形成
する散村景観が広がっている。散村景観の重
要な構成要素が屋敷林であり、季節風や洪水
から家屋を守る、夏の日差しの遮蔽、燃料・

図３ 共分散構造分析（若狭町相田を対象）

表１ 有意な相関が見出された因子間の残差分析 

＊表では、祭りの参加頻度と団体活動で住民と会う機会との関係を示す 



建築材、薬草などの自然資源の供給などの機
能をもってきた。屋敷林には、スギ、アスナ
ロ、ケヤキ、マダケなどが植栽され、水系と
ともに利用・管理されてきた。 
 砺波市３集落と南砺市１集落の合計184世
帯に配布したアンケート調査の結果では、屋
敷林があると回答した世帯は全体の 76％、な
いと回答した世帯は24％であり、全体の47％
の世帯で 15 年の間に屋敷林が減少または全
くなくなっていた。全体の約 60％の世帯で屋
敷林があった方が良いと望んでいたが、屋敷
林の減少傾向はさらに続くことが予想され
た。減少要因としては、約 60％が「風の被害」
によると回答した。災害時に食料や燃料を供
給する場としての防災機能を発揮できるか
という問いには「できない」が約半数を占め、
「できる」と回答した世帯は 16％、「わから
ない」が 31％であった。 
 図４には屋敷林の利点、管理上の問題、重
視する点に関する対応分析の結果を示す。屋
敷林の利点は「防風雪機能」「四季の安らぎ」
「水・空気の浄化」「自然とのふれあい」「暑
さ寒さの緩和」など様々であった。管理上の
課題、今後重視する点についても集落ごとの
特性が読み取れ、屋敷林の分布状況が住民意
識と密接に関わり合っていた。こうした集落
特性は、選択する屋敷林の樹種や空間利用、
管理の仕方にも相違をもたらし、今後の保全
策のあり方も異なることが推測された。 
 図５は、K 邸の屋敷と屋敷林の配置および
最近の台風の風向きを示す。このような実測
調査や毎木調査の結果から、1960 年代以降、
道路拡幅や圃場整備を伴う土地利用や水系
の変化、屋敷の増改築など生活環境の変化が
明らかになった。台風が従来と異なる風向き
であったことに加え、戦後に在来品種でない
スギが多く植栽され、管理も不十分になって
いたことなどにより大きな被害が生じた。屋
敷林の機能を高める伝統的な知識・技術が十
分に継承されておらず、自然災害に対する被
災時適応力も低下していることが懸念され
た。屋敷林のあり方を再考し、風土に根ざし
た今日の屋敷林の形態、人との関わりのあり
方を提示し、防災機能と防災機能に対する住
民意識を高めることが重要と考えられた。 
 

（７）まとめ 
 三陸および北陸沿岸を対象とした調査研

究を通し、自然災害に対する被災時適応力を
高める上では、身近にある自然資源の豊富さ
とともに、利用・管理する知識・技術、さら
には地域コミュニティのあり方が重要であ
ることが示された。里山・里海ライフスタイ
ルが維持されてきた要因として、自然資源の
利用頻度や文化資源との関係などがあげら
れ、今後こうしたソーシャルキャピタルを高
め、地域防災力を高く保つ必要がある。そし
て、地域ごとに培われてきた里山・里海の空
間や自然資源の利用・管理と関わる伝統行事、
市民活動等とのつながりを深め、具体的な知
識・技術を共有することも重要となる。 
 里山・里海ライフスタイルは時代ごとに変
化するものであり、被災時危機適応力の捉え
方も変化する。変化の中で肝要なのは、風土
に根ざした里山と里海、あるいは森林・農
地・水辺等のつながりと関わる暮らしや産業
の創造である。集落ごとの自然資源の質的、
量的な特徴や文化資源と地域コミュニティ
のつながりをふまえた行政施策の展開（動機
付け、認証制度、連携体制など）、自立した
農林水産業、観光等への橋渡しが期待される。 
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